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〇 本県の普通科の割合は、全国の状況に比べると、本県は普通科系の割合が

低く、職業系の割合が高い。総合学科の割合は、全国よりやや高い状況であ

る。 

 
〇 卒業後の状況を見ると、本県の生徒は普通科卒業生は進学者、特に大学進

学者の割合が多い状況であり、職業系専門学科卒業生は就職者の割合が高い。 

 
〇 また、総合学科については総合学科に改編後、生徒の進路状況は多様にな

り、学校による差はあるものの、改編前より進学する生徒の割合は増え、県

全体では、進学する生徒と就職する生徒がほぼ同率となっている。 

 
〇 現状では、それぞれの学科が本来の役割を果たしているといえるが、今後、

教育内容を一層充実させ、学科の活性化を図る必要がある。 


